
実施日 （　　　）月（　　　　）日 班番号（　　　　　　　　　　）
※それぞれの観点（項目）において、①数値評価し、下段の空欄に②感じたこと・学んだことを記述する

観点／到達度 4 3 2 1

郷土貢献となるテーマを研究課題とし、課題の背景を説明で
き、加えて検証可能な仮説を設定している。

郷土への貢献となるテーマを研究課題とし、検証可能な仮説を
設定している

郷土への貢献となるテーマを研究課題とし、仮説を設定してい
るが、検証可能ではない

郷土への貢献となるテーマを研究課題としているが、仮説を設
定していない

複数の先行研究を批判的に調べ、他者と協議し、自己の研究方
法の改善を行うことができる

複数の先行研究を比較して調べ、その結果を仮説の設定、研究
方法、結果の考察に活かすことができる

先行研究を調べ、その中の1つの先行研究の情報を仮説の設
定、研究方法、結果の考察に活かすことができる

先行研究を調べているが、内容の解釈や分析が行えておらず、
研究に活かされていない

具体的かつ適切な計画を立て、実験を行い、担当教員との議論
を重ね、研究デザインを作成することができる

具体的な計画を立て、実験（調査）の準備ができていて、担当
教員と議論を行い、教員に実験（調査）目的を明確に答えられ
る

具体性のある計画を立て、実験（調査）の準備ができていて、
担当教員と実験（調査）目的の議論をしているが、目的を明確
に答えられない

計画を立てているが、不十分であり、具体的な実験（調査）の
準備ができていない

実験（調査）で得たデータを、外部機関と共有し、科学的分析
を加え、新たな仮説を設定し、研究を継続している

条件設定を統一した対照実験（調査）を２回以上行い、さらに
計画になかった追加実験（調査）を行っている

条件設定を統一した対照実験（調査）を２回以上行った 条件設定を統一した対照実験（調査）を１回行った

他地域のデータとの比較によって自己の実験（調査）データを
検証し、検証結果をグラフや図表などで視覚的にわかりやすい
スライドやポスターをつくることができる

実験（調査）による数値データから導き出した考察を、グラフ
や図表などを使って視覚的にわかりやすく他者に説明できる

実験（調査）による数値データから導き出した考察を文章にま
とめ、他者に説明できる

実験（調査）による数値データを記録している

班内での役割を果たして活動をリードするだけでなく、他の班
にも研究についてのアドバイスができる

役割を果たし、他者の考えも受け入れた上で自分の意見を述
べ、改善した計画をリードすることができる

自分の役割を果たし、班員に対して計画の改善などの意見を述
べることができる

自分の役割を果たしているが、自身の意見を表現し伝えること
ができない。

日本語非母国者と、英語で十分なコミュニケーションをとるこ
とができ、研究をさらに深めることができる。

英語での口頭発表に参加し、英語による質疑を正しく聞き取
り、英語で適切な応答をすることができる

英語での発表原稿作成や口頭発表に参加する（原稿を見ながら
の発表でも良い）

研究課題に関連した英語を習得し、英語でのスライドやアブス
トラクト作成に参加する

Ⅷ
プレゼンテーション

多くの先行研究や自身の研究成果を参考にして創造した地域へ
の提案を応用して、海外への提案を創造する。

多くの先行研究や自身の研究成果を参考にし、今までになかっ
た地域への提案を創造することができる

多くの先行研究を参考にし、地域の課題解決のための今までに
なかった方法を創造することができる

複数の先行研究を知識として習得し、その内容を分類・解釈し
ているが、自分の研究に行かされていない

海外の実情を調査し、自らの研究成果からの提言を海外に発信
し、海外と連携して研究を進めることができる

実験（調査）を複数回行い、その結果からの提言を地域に発信
し、地域と連携して研究を進めることができる

実験（調査）を複数回行い、その結果からの提言を地域に発信
することができる

実験（調査）を複数回行い、その結果を地域に発信したが、提
言するまでには至っていない

自己評価

課題研究ルーブリック（2020.07改訂版）
　（　　　）年　（　　　）組　（　　）号　　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅲ
計画・準備

Ⅳ
研究方法

Ⅶ
英語の活用

2017.4：愛媛大学課題評価ルーブリック ver1.0（2017.3）を改変し作成（天草高校SSH研究部副主任　宮崎）

2020.07：上記のルーブリックを改訂（天草高校SSH研究部）

※別表の「プレゼンテーション評価票」にて、評価する
評価No1～20の平均値を、Ⅷの自己評価とする
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Ⅰ
郷土貢献を踏まえた
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Ⅴ
データ処理

Ⅱ
先行研究調査

Ⅵ
役割分担と協力


